
15　敷布団につい ての研究

Ｄ　 夏季 における敷布団 の充填材及び外被 の影響

2） 夏の乳 児の敷布団の状態につい て
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1　1 ） 綿 の寝具気候については中島，多田，竹中，

畠山氏等の諸報告 があるがこれ等を基 として綿以外 の寝

具 材料 の検討を行 う。 布団は掛 と敷とで多 少検討 の要素

が異ると思われるので先ず敷布団を主 として研究を すす

める。

2） 乳児は尿や汗で敷布団を汚 すので清潔度保温の点

か ら合成繊維の利 用を検討して行く。

2　1 ） 成人女子 ８名に同一着衣条 件で，外被を 覆っ

た木綿わた，エバ ―ソフト，テビロソ加工新製品に仰臥

させ，背中の一定部位 の下で外被と充填物 の間の温 度湿

度を測定，尚外被 の影響につい ても比較を試みた。実験

には芝亀吉氏 によるミニマ ム湿度計を用いた。

2） 生 後1～2 ヵ月の乳児３名 に着衣外被敷布を同一条

件 とし同重量の８繊維 の布団 綿を入れ敷布 の下 の温 度を

測温した。飯尾電 機KK 製高感度電気温度計を用いた。

３　夏季の敷布団 の温度は要因分析 の結果 ８種類 の間

に有意 の差が認められず，湿度に関しては綿が低湿で他

の２種は大差ない。 外被は 温度湿度共に 有意の 差があ

る。被検者の快 感は木綿わたがすぐれている事 に一 致し

ている。乳児の敷布団上 の温度はナイ ロン綿が梢i 鼠度

高く，テビロソ，木絹1わたは大差ない。


